
JOLED社は「2018 OLEDコリア」セミナー（２０１８年３月）で、第8世代基板規格で
300ppi以上の解像度を実現するインクジェット印刷工程に基づく塗布課題を公表。 
 
 
 

  １，インク分散   ２，乾燥後のインク平坦化  ３，インク乗り上げ・片寄 
  ４,下層へのダメージ  ５，コーヒーリング   ６,下層の凹凸によるインク層厚ムラ 

● 諸外国のｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ装置導入企業は、塗布ムラ課題を言うが、ＪＯＬＥＤは既に解決しているようである。 

● これらの現象を電子顕微鏡以外で、定量評価する機器や手法がが公開されていない 



１．塗布ムラ改善への、それぞれの会社の工法の特徴 

②KateeVa社⇒RGB Smart Mixing技術という誤差拡散・ディザの一種の様な方法 
  ・塗布ムラの原因は、ﾉｽﾞﾙ間吐出量ﾊﾞﾗﾂｷと認識しているが、ＪＯＬＥＤの現状と認識の差がある。 

KateeVa社が提案している、封し膜でのムラ-フリー技術 

まだ、 
モアレ様の
縞が見える 

まだ、ドット状にムラがあるが？ 



３．JOLED（パナソニック）社の情報は、非常に少ないが。 
  過去に住友化学（株）から報告されている内容から推測することが出来る 

ＪＯＬＥＤ社の表現と対比すると 
１，インク分散   ２，乾燥後のインク平坦化  ３，インク乗り上げ・片寄 
４,下層へのダメージ  ５，コーヒーリング   ６,下層の凹凸によるインク層厚ムラ 

住友化学（株）・２００６年報告書 

よく知られている「塗布ムラ」要因 KateeVa社・東京ｴﾚｸﾄﾛﾝ社共に課題を抱えているようです 



ＪＯＬＥＤ社の表現と対比すると 
１，インク分散   ２，乾燥後のインク平坦化  ３，インク乗り上げ・片寄 
４,下層へのダメージ  ５，コーヒーリング   ６,下層の凹凸によるインク層厚ムラ 

住友化学（株）・２０１６年報告書 

KateeVa社の資料 

英国CDT社が使用していた 

DAM：Droplet Volume Control  

⇒ DPN：(Drive Per Nozzle） 



ＪＯＬＥＤ社の表現と対比すると 
１，インク分散   ２，乾燥後のインク平坦化  ３，インク乗り上げ・片寄 
４,下層へのダメージ  ５，コーヒーリング   ６,下層の凹凸によるインク層厚ムラ 

１pass 

エプソン社 

KateeVa 

DAM：Droplet Volume Control ⇒ DPN：(Drive Per Nozzle/Drop volume correct Per Nozzle) 

ｼｬﾄﾙ型塗布に良く起き
る現象 

https://news.mynavi.jp/photo/article/20090618-a058/images/006l.jpg


     「2018 OLEDコリア」セミナー  2018.03.08 ET News 
JOLED第8世代基板の規格で300ppi以上の解像度を実現するインクジェット印刷工程に基づく塗布課題を公表。 
  インクジェット工程の ①着弾位置精度の長期安定度  220ppi塗布で実用上問題なし 
             ②塗布インク量の長期安定度  220ppi塗布で実用上問題なし 
 

 ※．DPNヘッドの吐出量変化の長期安定性を報告している 
 ※．現在のﾍｯﾄﾞ技術で、８ヶ月程度も安定吐出する技術は、循環ヘッドと思われる 

KateeVa社などはムラ・フリーを訴求するあまり、ノズル吐出不良が主因と考え吐出不良を検出する方法の技術 
を求め、 Dantec Dynamics 57X40 FiberPDA(PhaseDoppler Anemometry)の計測の速さを訴求する。 
  ⇒ JOLED社のノヅル吐出不良を大幅に低減する技術を求める姿とは異なると考えられる 



印字開始：ノズル面乾燥による不吐出
現象あり。 
事前に、パージやノズル面の掃除必要 

印字開始：全ノズルが吐出している。 
ノズル面乾燥・インク固化などの障害無し 

印字開始：ノズル面乾
燥による不吐出・インク
固化等の印字開始の
乱れ現象あり。 

印字開始：ノズル面乾燥に
よる不吐出・インク固化等
の印字開始の乱れ現象あり。 

印字開始：印字開始の
乱れ現象なし。 

インク循環ヘッド ー 不吐出低減効果 

30分停止：循環無し 30分停止：循環あり 

（1）自己回復機能 
 印字抜け要因にインク液中の空気成分による  
 気泡発生等があり、ノズル近傍のインク循環 
 により気泡を除去し一度発生した印字抜けも 
 瞬時に回復する“自己回復機能”があります。 
（2）印字品質の安定化 
 ノズル面近傍までインク循環があるので、 
 ノズル穴の乾燥を防ぐ機能がある。 
 ヘッドのＰＺＴ発熱でインク温度上昇もあるが 
 インク循環による冷却機能で温度上昇が低減 
 されインク温度の安定化につながる 
（3）インク充填が容易 
（4）生産性向上 
 インク循環は、ノズル面清掃等のメンテナン 
 ス回数を低減し生産性向上が図れる 
 インクパージ等によるインク廃棄を低減し、材 
 料利用効率を９０％程度にＵＰする 

インクがノズル近傍まで循環し、ノズル近傍に
気泡やインクが滞留しないため、インク粒子の
沈降などを防ぎ、沈降性の高いインク（顔料イ
ンク/固形物含有など）でも吐出信頼性が向上
し、またノズル面のインク乾燥を防ぐ。 

※．富士フィルム（（株）様の資料を転載しました。 

・２００7年頃にＸａａｒ社が「インク循環ヘッド」を発売 
・現在、販売されている インク循環ヘッド 
 Ｘａａｒ、Ｄｉｍａｔｉｘ、東芝テック、Ｓｉｉ、京セラ、リコー等 



はて、市販されているヘッドは、 
    JOLED社と同じことが出来るのか？ 

ＤＰＮヘッド ： KM256DPN、SX-3 
         ※．循環ヘッドは無い 

ｸﾛｽﾄｰｸ僅少ﾍｯﾄﾞ： KM256DPN 
         ※．ノズル毎マルチドロップ化困難 

駆動波形調整可能ﾍｯﾄﾞ ： ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟ、VersaDrop 
着弾位置精度の高いﾍｯﾄﾞ： ？？ 
吐出速度の速いﾍｯﾄ  ﾞ： ？？ 
循環ヘッド： Ｘａａｒ、Ｄｉｍａｔｉｘ、東芝テック、Ｓｉｉ、京セラ、リコー等 
         ※．DPN仕様が無い 

耐溶剤性ヘッド    ： Xaar、Dimatix、？？ 

KateeVa社・東京ｴﾚｸﾄﾛﾝ社は 
 現有の延長技術を模索し、高解像度・循環ヘッドを検討する様だが？ 
 塗布結果をユーザ会社が評価・検討し、ﾌﾟﾛｾｽ改善可能な評価技術を提供できる？ 

JOLED（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）社は 
装置メーカに依存しない、塗布結果の迅速な３D光学欠陥計測技術を内製化している 


